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東通原子力発電所温排水影響調査 

（海洋生物調査：イカナゴ） 

（要約） 

 

今村 豊 1 

 

 

目 的 

 東北電力東通原子力発電所の温排水が、周辺海域の主要魚種であるイカナゴに与える影響を把握するた

め、漁獲動向調査、標本船調査、仔魚分布調査を行った。なお、本調査は、青森県の原子力発電所温排水

影響調査事業の一環として実施した。 

 

材料と方法 

1. 漁獲動向調査 

白糠漁業協同組合と泊漁業協同組合からの聞き取りによりイカナゴ漁獲量を調べた。 

2. 標本船調査 

平成 25 年 4 月～6 月に白糠漁業協同組合と泊漁業協同組合所属漁船 8 隻を光力利用敷網漁業の標本船と

し、東通村尻労沖から六ヶ所村高磯崎沖のイカナゴ漁場を 10 海域に分割し漁場別漁獲量を集計した。 

3. 仔魚分布調査 

平成 25 年 2 月～4 月各月 1 回、白糠・泊地区周辺海域の 10 地点において、試験船開運丸によるボンゴ

ネットによる水深 0～50m の往復傾斜曳を約 10 分間行い、仔魚の分布密度を調査した。 

 

結   果 

1. 漁獲動向調査 

平成 25 年の両漁協のイカナゴ漁獲量は 9 トンと低い水準であった（図 1）。 

2. 標本船調査 

平成 25 年のイカナゴ漁場は、区分した 10 海域のうち小田野沢海域で最も漁獲量が多かった。 

3. 仔魚分布調査 

平成 25 年のイカナゴ仔魚平均分布密度は 2 個体／100ｍ 3 で、平成 24 年の 1 個体／100ｍ 3 と同程度の低

い値であった（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 青森県農林水産部水産局水産振興課 

発表誌：東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書（平成 25 年度第 1 四半期報）．青森県，平成 25 年

11 月 
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図 1. 白糠漁協と泊漁協のイカナゴ漁獲量.        図 2. イカナゴ仔魚の推定分布密度. 
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発表 HP:平成 25年度我が国周辺水域の漁業資源評価 

水産庁・水産総合研究センター,平成 26年 3月 

資源評価調査委託事業 

（漁獲情報収集調査） 

 

和田由香・今村 豊 1・三浦太智・山中智之・伊藤欣吾 

 

目 的 

日本の周辺海域で利用可能な魚種の適切な利用と保護を図るため、科学的客観的根拠に基づいて資源評

価を行うために必要な関係資料を整備する。 

 

調査内容及び調査手法 

1.漁獲情報収集調査 

対象機関：県内 42 漁協及び八戸魚市場 

対象魚種：(太平洋)マイワシ、カタクチイワシ、スケトウダラ、マダラ、イトヒキダラ、キアンコウ、キ

チジ、マアジ、マサバ、ゴマサバ、ヒラメ、ヤナギムシガレイ、サメガレイ、スルメイカ、ズ

ワイガニの計 15 魚種 

          (日本海)マイワシ、カタクチイワシ、ウルメイワシ、ニギス、スケトウダラ、マダラ、マアジ、

ブリ、マダイ、ホッケ、ハタハタ、マサバ、ヒラメ、マガレイ、ムシガレイ、アカガレイ、ソ

ウハチ、スルメイカ、ヤリイカ、ベニズワイガニ、ホッコクアカエビの計 21 魚種 

調査概要： 調査対象機関から上記対象種の月別・漁業種類別・銘柄別の漁獲量及び漁獲金額の情報を収集

し、我が国周辺資源調査情報システム（通称 FRESCO）を介して、（独）水産総合研究センター

に提供した。 

2.生物測定調査 

対象機関：新深浦町漁協、鰺ヶ沢漁協、外ヶ浜漁協、八戸みなと漁協及び八戸魚市場 

対象魚種：マイワシ、カタクチイワシ、マダラ、マアジ、ブリ、ハタハタ、マサバ、ゴマサバ、ヒラメ、

マガレイ、スルメイカの計 11 魚種 

調査概容：水産重要種の基礎的な生物情報の蓄積を目的として、漁獲物をサンプルとして買上げ、マイワ

シ、カタクチイワシ、ブリ、ハタハタ、マサバ、ゴマサバ、ヒラメ、スルメイカについては体

長、体重、生殖腺重量の測定、性別の識別、年齢形質の採集を行った。また、マアジ、マダラ

については、体長を測定した。 

  

結 果 

各調査結果を(独)水産総合研究センターへ報告した。(独)水産総合研究センターは各都道府県からのデ

ータを基に資源評価を行い、結果を「平成 25 年度我が国周辺水域の漁業資源評価」として発表している。 

また、得られた情報を基に、本事業の対象種のうち青森県内の沿岸漁業において重要な漁獲対象種で比

較的地域固有性の強い魚種であるヒラメ、ムシガレイ、マガレイ、マダラ、マダイ、ハタハタ、ウスメバ

ル、キアンコウ、ヤリイカの資源状態の評価を行った。漁獲量の水準が高位であった魚種は陸奥湾のヒラ

メ、日本海のムシガレイ、低位であった魚種は陸奥湾のマダラ、日本海のウスメバル、日本海のマガレイ

及びヤリイカであり、漁獲量が増加傾向にある魚種は日本海のムシガレイ、減少傾向にある魚種は日本海

のキアンコウ及びウスメバル、津軽海峡のヒラメ、日本海のマガレイであった。 


